[image: ]ひとつの　こたえを　おいて
　　　　　　　　いのろう


げつようび

そこで、彼 (かれ)のことばを受 (う)け入 (い)れた者 (もの)は、バプテスマを受 (う)けた。その日 (ひ)、三千人 (さんぜんにん)ほどが弟子 (でし)に加 (くわ)えられた。そして、彼 (かれ)らは使徒 (しと)たちの教 (おし)えを堅 (かた)く守 (まも)り、交 (まじ)わりをし、パンを裂 (さ)き、祈 (いの)りをしていた。


使徒 (しと)
2章 (しょう)41～42節 (せつ)



　　　　　　
マルコの屋上 (おくじょう)の間 (ま)に集 (あつ)まって祈 (いの)っていた初代 (しょだい)教会 (きょうかい)の人々 (ひとびと)に、神様 (かみさま)は特別 (とくべつ)に一 (ひと)つのチームになる答 (こた)えをくださいました。彼 (かれ)らは、ただイエス・キリストの契約 (けいやく)を中心 (ちゅうしん)に集 (あつ)まったチームでした。初代 (しょだい)教会 (きょうかい)は、ただイエス・キリスト、神 (かみ)の国 (くに)、聖霊 (せいれい)の満 (み)たしという契約 (けいやく)を握 (にぎ)って祈 (いの)りました。私 (わたし)たちの教会 (きょうかい)も、初代 (しょだい)教会 (きょうかい)の人々 (ひとびと)が受 (う)けた答 (こた)えが来 (く)ることを祈 (いの)らなければなりません。友 (とも)だちの中 (なか)には、教会 (きょうかい)に来 (き)ていても、まだ福音 (ふくいん)を知 (し)らない場合 (ばあい)もあります。そのような友 (とも)だちが、福音 (ふくいん)を知 (し)って、礼拝 (れいはい)を回復 (かいふく)するように、祈 (いの)って助 (たす)けるべきです。初代 (しょだい)教会 (きょうかい)が受 (う)けた一 (ひと)つのチームになる答 (こた)えを、いっしょに受 (う)ける友 (とも)だちだからです。
初代 (しょだい)教会 (きょうかい)は、使徒 (しと)が教 (おし)えたみことばを握 (にぎ)って祈 (いの)りながら、福音 (ふくいん)を知 (し)らなくて病気 (びょうき)になった現場 (げんば)に入 (はい)りました。最終的 (さいしゅうてき)に、町中 (まちじゅう)が福音 (ふくいん)を聞 (き)くように助 (たす)けました。神様 (かみさま)は、今日 (きょう)、福音 (ふくいん)を持 (も)った霊的 (れいてき)サミットとして現場 (げんば)の暗 (くら)やみ文化 (ぶんか)を福音 (ふくいん)文化 (ぶんか)に変 (か)える私 (わたし)を願 (ねが)っておられます。初代 (しょだい)教会 (きょうかい)のように、福音 (ふくいん)のみことばを伝 (つた)える友 (とも)だちとの一 (ひと)つのチームになる答 (こた)えを受 (う)けるようになるように祈 (いの)りましょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　








神様 (かみさま)、ありがとうございます。休 (やす)むことなく、福音 (ふくいん)を伝 (つた)えるひとつのチームと出 (で)会 (あ)うように祈 (いの)ります。そのチームで現場 (げんば)に福音 (ふくいん)文化 (ぶんか)の根 (ね)をおろす答 (こた)えが与 (あた)えられますように。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン


ミッションホーム要員メッセージ│　2018.4.24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]使徒 (しと)２章 (しょう)ではじまった一 (ひと)つのチームになる答 (こた)えが使徒 (しと)パウロと
バルナバまで伝 (つた)えられました。下 (した)のみことばをなぞって書 (か)いて
私 (わたし)にも出会 (であ)いの祝福 (しゅくふく)が与 (あた)えられるように祈 (いの)りましょう。





彼 (かれ)らが主 (しゅ)を礼拝 (れいはい)し、
断食 (だんじき)をしていると、
聖霊 (せいれい)が、「バルナバとサウロを
わたしのために聖別 (せいべつ)して、
わたしが召 (め)した任務 (にんむ)に
つかせなさい」と言 (い)われた。
使徒 (しと)１３章 (しょう)２節 (せつ)


かいて
みよう
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きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





[image: ]いちばん　かちが　あることに
　もちいられたいです


かようび

その後 (のち)、パウロはアテネを去 (さ)って、コリントへ行 (い)った。ここで、アクラというポント生 (う)まれのユダヤ人 (じん)およびその妻 (つま)プリスキラに出会 (であ)った。クラウデオ帝 (てい)が、すべてのユダヤ人 (じん)をローマから退去 (たいきょ)させるように命令 (めいれい)したため、近 (ちか)ごろイタリヤから来 (き)ていたのである。パウロはふたりのところに行 (い)き、（１～２）


使徒
18章 (しょう)1～4節 (せつ)



　　　　　　

プリスキラとアクラは、多 (おお)くの困難 (こんなん)の中 (なか)でも、伝道者 (でんどうしゃ)を助 (たす)けて福音 (ふくいん)を伝 (つた)えた夫婦 (ふうふ)でした。彼 (かれ)らは、イエス・キリストの福音 (ふくいん)を正確 (せいかく)に分 (わ)かった重職者 (じゅうしょくしゃ)でした。聖書 (せいしょ)に通 (つう)じていたアポロに出会 (であ)ったときも、キリストを知 (し)らなかった彼 (かれ)に、正確 (せいかく)なキリストを伝 (つた)えました。彼 (かれ)らの家 (いえ)は、人 (ひと)を生 (い)かすミッションホームとして福音 (ふくいん)を伝 (つた)える教会 (きょうかい)の答 (こた)えを受 (う)けました。それだけではありません。神様 (かみさま)が準備 (じゅんび)された伝道者 (でんどうしゃ)パウロと出会 (であ)い、ローマを越 (こ)えてイスパニヤまで福音 (ふくいん)化 (か)する歩 (あゆ)みに導 (みちび)かれました。ローマ16章 (しょう)３～４節 (せつ)にも、伝道者 (でんどうしゃ)パウロの同労者 (どうろうしゃ)であり、命 (いのち)をかけて伝道者 (でんどうしゃ)を助 (たす)けたプリスキラとアクラ夫婦 (ふうふ)の記録 (きろく)が残 (のこ)っています。
福音 (ふくいん)を伝 (つた)えることは、神様 (かみさま)に最 (もっと)も喜 (よろこ)ばれる、価値 (かち)のあることです。それゆえ、福音 (ふくいん)を伝 (つた)えることは、だれも妨 (さまた)げることができません。私 (わたし)もプリスキラとアクラ夫婦 (ふうふ)のように、福音 (ふくいん)を伝 (つた)える教会 (きょうかい)の牧師 (ぼくし)先生 (せんせい)、重職者 (じゅうしょくしゃ)の方 (かた)たち、レムナントを思 (おも)いきり助 (たす)けることを祈 (いの)りましょう。神様 (かみさま)は私 (わたし)に注目 (ちゅうもく)してくださり、福音 (ふくいん)と伝道 (でんどう)に必要 (ひつよう)なすべての祝福 (しゅくふく)を与 (あた)えてくださるでしょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









産業宣教メッセージ　│　2018.4.28　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
神様 (かみさま)、ありがとうございます。私 (わたし)が先 (さき)に福音 (ふくいん)を体験 (たいけん)して、神様 (かみさま)が願 (ねが)いである福音 (ふくいん)を伝 (つた)えることに用 (もち)いられるレムナントになるように導 (ねが)いてください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]　　　　　いちばん価値 (かち)があることに用 (もち)いられたプリスキラとアクラ夫婦 (ふうふ)は
　　　　キリストの弟子 (でし)でした。「弟子 (でし)」ということばは韓国語 (かんこくご)で「제자 (チェジャ)」
　　　　と書 (か)きます。下 (した)の「제자 (チェジャ)」のかたちの絵 (え)に色 (いろ)をぬって、キリストの
弟子 (でし)になるようにいっしょに祈 (いの)りましょう　　　　　





　　　　　


いろを
ぬろう　
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きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　






[image: ]レムナントが　かならず　
　　　しなければ　ならない　こと


すいようび


　　　　　　あなたがたのうちに良 (よ)い働 (はたら)きを始 (はじ)められた方 (かた)は、キリスト・イエスの日 (ひ)が来 (く)るまでにそれを完成 (かんせい)させてくださることを私 (わたし)は堅 (かた)く信 (しん)じているのです。



ピリピ
1章 (しょう)6節 (せつ)



レムナントは、今日 (きょう)も、知 (し)らない間 (あいだ)にすべてのことを受 (う)け入 (い)れています。そのようにして作 (つく)られた考 (かんが)えと習慣 (しゅうかん)は、結局 (けっきょく)、未来 (みらい)を左右 (さゆう)します。それゆえ、レムナントには、必 (かなら)ずしなければならないことがあります。福音 (ふくいん)、祈 (いの)り、伝道 (でんどう)のみことばを整理 (せいり)することです。この３つのことが整理 (せいり)できるということは、私 (わたし)たちの心 (こころ)とたましいにそのみことばが刻印 (こくいん)にされたということです。一度 (いちど)もそのような時間 (じかん)をもたないならば、神様 (かみさま)の答 (こた)えを知 (し)らないまま、心 (こころ)とたましいには他 (ほか)のことが刻印 (こくいん)されてしまうでしょう。
イスラエル民族 (みんぞく)は、サタンが世 (よ)の中 (なか)に植 (う)えつけたわざわいのために、奴隷 (どれい)、捕虜 (ほりょ)、属国 (ぞっこく)という、この上 (うえ)なく大 (おお)きな苦 (くる)しみにあわなければなりませんでした。しかし、ヨセフは違 (ちが)いました。表面 (ひょうめん)の姿 (すがた)はエジプトに売 (う)られて行 (い)った奴隷 (どれい)でしたが、考 (かんが)え、心 (こころ)、たましいには神様 (かみさま)がくださった福音 (ふくいん)の契約 (けいやく)が整理 (せいり)されていました。それゆえ、ヨセフが経験 (けいけん)したことは、苦 (くる)しみではなく、土台 (どだい)になって、すべての現場 (げんば)を生 (い)かす土台 (どだい)になりました。
福音 (ふくいん)の契約 (けいやく)をしっかりと握 (にぎ)りましょう。そして、神様 (かみさま)が私 (わたし)にくださった祈 (いの)り、伝道 (でんどう)のみことばとともに刻印 (こくいん)しましょう。そのようにみことばを握 (にぎ)って整理 (せいり)するとき、正確 (せいかく)な時 (とき)に、みことば成就 (じょうじゅ)に導 (みちび)かれるようになるでしょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　








神様 (かみさま)、ありがとうございます。考 (かんが)えと心 (こころ)、たましいに神様 (かみさま)のみことばが刻 (こく)印 (いん)されて、根 (ね)をおろして、体質 (たいしつ)になったレムナントになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン


きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
核心訓練メッセージ│　2018.4.28

[image: ]今月 (こんげつ)の悩 (なや)みはなんでしょう。



　　　　パク・ウヨン牧師 (ぼくし)夫人 (ふじん)！
　　　　　　わたし、なやんでいます！　21伝 (でん)道 (どう)者 (しゃ)の生 (せい)活 (かつ)５番 (ばん)目 (め)の質 (しつ)問 (もん)！
私 (わたし)もイエス様 (さま)の弟子 (でし)たちのようにオリーブ山 (やま)へ行 (い)くことは
できますか

オリーブ山 (やま)の体験 (たいけん)とは、山 (やま)に登 (のぼ)るという意味 (いみ)ではありません。イエス様 (さま)の復活 (ふっかつ)を本当 (ほんとう)に信 (しん)じることができて、最後 (さいご)にお願 (ねが)いされたミッションを握 (にぎ)ることを言 (い)います。復活 (ふっかつ)されたイエス様 (さま)は、弟子 (でし)たちにこの体験 (たいけん)をすることを願 (ねが)われました。それゆえ、オリーブ山 (やま)で、イエス様 (さま)が願 (ねが)っておられる一生 (いっしょう)のミッションをくださいました。
イエス様 (さま)は、弟子 (でし)たちに次 (つぎ)のような約束 (やくそく)とミッションをくださいました。「死 (し)ぬことが終 (お)わりではない。復活 (ふっかつ)がある。神 (かみ)の国 (くに)があるので、死 (し)を恐 (おそ)れずに行 (い)って、あらゆる国 (くに)の人々 (ひとびと)を、弟子 (でし)としなさい」（マタイ28:18-20）このみことばを信 (しん)じることができたのなら、オリーブ山 (やま)の体験 (たいけん)をしたのです。
神 (かみ)の国 (くに)は、死 (し)んだ後 (あと)の世界 (せかい)です。それと同時 (どうじ)に、今 (いま)、神 (かみ)の子 (こ)どもである私 (わたし)がいる所 (ところ)に臨 (のぞ)む背景 (はいけい)です。これを知 (し)って、イエス様 (さま)が約束 (やくそく)された福音 (ふくいん)を伝 (つた)える使命 (しめい)を、私 (わたし)のこととして受 (う)ける決断 (けつだん)をしましょう。そうすれば、オリーブ山 (やま)の体験 (たいけん)ができるでしょう。このことに先立 (さきだ)って、今日 (きょう)も復活 (ふっかつ)の主 (しゅ)をほめたたえて、
全世界 (ぜんせかい)237の国 (くに)に属 (ぞく)している各民族 (かくみんぞく)を生 (い)かす約束 (やくそく)を
刻印 (こくいん)しましょう。



なやんでいます
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きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





[image: ]ただ　ひとつの　みち

もくようび


　　　　　　こういうものはみな、異邦人 (いほうじん)が切 (せつ)に求 (もと)めているものなのです。しかし、あなたがたの天 (てん)の父 (ちち)は、それがみなあなたがたに必要 (ひつよう)であることを知 (し)っておられます。だから、神 (かみ)の国 (くに)とその義 (ぎ)とをまず第一 (だいいち)に求 (もと)めなさい。そうすれば、それに加 (くわ)えて、これらのものはすべて与 (あた)えられます。


マタイ
6章 (しょう)32～33節 (せつ)



人々 (ひとびと)は、大 (おお)きな困難 (こんなん)や問題 (もんだい)を体験 (たいけん)すると「地獄 (じごく)だった」と話 (はな)します。イエス様 (さま)は実際 (じっさい)に、地獄 (じごく)の権威 (けんい)、サタン、罪 (つみ)を解決 (かいけつ)されたキリストの働 (はたら)きをなさいました。これを福音 (ふくいん)と言 (い)います。福音 (ふくいん)であるイエス・キリストを信 (しん)じる人 (ひと)は神 (かみ)の子 (こ)どもになります。神様 (かみさま)の祝福 (しゅくふく)の中 (なか)で、神様 (かみさま)に守 (まも)られながら、神様 (かみさま)の計画 (けいかく)のとおり生 (い)きていきます。ですから、心配 (しんぱい)したり、他 (ほか)の道 (みち)を探 (さが)したりする必要 (ひつよう)がないのです。神様 (かみさま)に会 (あ)う、ただひとつの道 (みち)であるイエス・キリストだけ信 (しん)じてついて行 (い)けば良 (よ)いのです。
神様 (かみさま)は、私 (わたし)に何 (なに)が必要 (ひつよう)なのか知 (し)っておられます。食 (た)べる物 (もの)や着 (き)る物 (もの)はもちろん、とても小 (ちい)さなことまでも、すべて知 (し)っておられます。私 (わたし)たちが祈 (いの)らなければならないことは、目 (め)に見 (み)える何 (なに)かを求 (もと)めることではありません。それは宗教人 (しゅうきょうじん)が偶像 (ぐうぞう)の前 (まえ)でおがむような祈 (いの)りです。サタンが教 (おし)える違 (ちが)った道 (みち)、他 (ほか)の道 (みち)、他 (ほか)の声 (こえ)、私 (わたし)の考 (かんが)えのとおりに祈 (いの)ってはなりません。ただイエス・キリストを通 (とお)してくださる神様 (かみさま)のみことばに集中 (しゅうちゅう)しましょう。そうすれば、私 (わたし)がいる所 (ところ)に神 (かみ)の国 (くに)が臨 (のぞ)んで、私 (わたし)と同 (おな)じように友 (とも)だちが、神様 (かみさま)に会 (あ)うただひとつの道 (みち)であるイエス・キリストに立 (た)ち返 (かえ)るようになるでしょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　








神様 (かみさま)、ありがとうございます。私 (わたし)の必要 (ひつよう)をご存 (ぞん)じの神様 (かみさま)に従 (したが)って、心配 (しんぱい)のかわりに、神様 (かみさま)の願 (ねが)いと計画 (けいかく)を祈 (いの)るレムナントになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン


インマヌエル教会聖日1部│2018.4.29
きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]　　　私 (わたし)の現場 (げんば)に臨 (のぞ)む神 (かみ)の国 (くに)はどんなすがたなのかな。
　　　神 (かみ)の国 (くに)が臨 (のぞ)むように祈 (いの)りながら、隠 (かく)れている絵 (え)を探 (さが)そう。


　　　　






















　　　　　　　ふうせん、はっぱ、アイスクリーム、ヨット、スプーン、めがね
　　　　　　　　　　はぶらし、コーヒーカップ、ふうとう　


えを
さがそう　
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きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　






[image: ]かみのこどもの　いのり



きんようび

　　　　　　求 (もと)めなさい。そうすれば与 (あた)えられます。捜 (さが)しなさい。そうすれば見 (み)つかります。たたきなさい。そうすれば開 (ひら)かれます。だれであれ、求 (もと)める者 (もの)は受 (う)け、捜 (さが)す者 (もの)は見 (み)つけ出 (だ)し、たたく者 (もの)には開 (ひら)かれます。


マタイ
7章 (しょう)7～12節 (せつ)



神様 (かみさま)でない偶像 (ぐうぞう)の前 (まえ)で祈 (いの)ったり、おがんだりすれば、成功 (せいこう)するように見 (み)えても、しばらくした後 (あと)で、もっと大 (おお)きな失敗 (しっぱい)をするようになります。しかし、神 (かみ)の子 (こ)どもが神様 (かみさま)にする祈 (いの)りは、偶像 (ぐうぞう)の前 (まえ)におがむのとは別 (べつ)の答 (こた)えを受 (う)けます。イエス様 (さま)は弟子 (でし)たちに「自分 (じぶん)の子 (こ)がパンを下 (くだ)さいと言 (い)うときに、だれが石 (いし)を与 (あた)えるでしょう。また、子 (こ)が魚 (うお)を下 (くだ)さいと言 (い)うのに、だれが蛇 (へび)を与 (あた)えるでしょう。」と言 (い)われました。私 (わたし)たちの祈 (いの)りを聞 (き)いてくださる方 (かた)は神様 (かみさま)です。神様 (かみさま)は、約束 (やくそく)された救 (すく)いをイエス様 (さま)を送 (おく)って成就 (じょうじゅ)されたように、神 (かみ)の子 (こ)どもになった私 (わたし)たちの責任 (せきにん)をもってくださいます。これを信 (しん)じる信仰 (しんこう)が私 (わたし)に必要 (ひつよう)です。
神様 (かみさま)は、子 (こ)どもである私 (わたし)たちを完 (かん)ぺきに導 (みちび)く聖霊 (せいれい)の満 (み)たしを与 (あた)えると言 (い)われました。世 (よ)の中 (なか)と私 (わたし)に来 (く)る問題 (もんだい)は、私 (わたし)の知識 (ちしき)と力 (ちから)では絶対 (ぜったい)に解決 (かいけつ)できません。神様 (かみさま)がどんな方 (かた)なのか知 (し)って祈 (いの)る者 (もの)を通 (とお)して解決 (かいけつ)されます。神様 (かみさま)は答 (こた)えを与 (あた)えるために、ときには、苦 (くる)しみを経験 (けいけん)するようにされることがあります。しかし、どんな状況 (じょうきょう)がきても私 (わたし)のお父 (とう)さんである神様 (かみさま)に任 (まか)せながら信仰 (しんこう)で祈 (いの)りましょう。少 (すこ)しの間 (あいだ)の苦 (くる)しみが、福音 (ふくいん)を伝 (つた)える私 (わたし)の唯一 (ゆいいつ)の土台 (どだい)になるでしょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　








神様 (かみさま)、ありがとうございます。神様 (かみさま)が私 (わたし)を神 (かみ)の子 (こ)どもとして呼 (よ)んでくださり、私 (わたし)の祈 (いの)りをひとつものがさずに答 (こた)えてくださると信 (しん)じます。どんなことがあっても、神 (かみ)の子 (こ)どもの祈 (いの)りができるように導 (みちび)いてください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン


きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
インマヌエル教会聖日2部│　2018.4.29　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]ワーク
神 (かみ)の子 (こ)どもの祈 (いの)りを回復 (かいふく)して偶像 (ぐうぞう)と戦 (たたか)った預言者 (よげんしゃ)イザヤを
紙人形 (かみにんぎょう)で作 (つく)りましょう。イザヤに与 (あた)えられたレムナントの
契約 (けいやく)をいっしょに黙想 (もくそう)しましょう。
（２６日 (にち)にもう一度 (いちど)、作 (つく)ることになりますが、その絵 (え)を大 (おお)きくして、
次 (つぎ)のページにはってあります。次 (つぎ)のページを使 (つか)ってください。）
　
切 (き)り株 (かぶ)の答 (こた)えを受 (う)けた
イザヤの紙 (かみ)人形 (にんぎょう)を作 (つく)ろう






　　　　　　　　　　　　　　　斜線 (しゃせん)の部分 (ぶぶん)にのりをぬって
実線 (じっせん)にそって切 (き)り抜 (ぬ)きます　　点線 (てんせん)にそっております　　面 (めん)と面 (めん)をはります。腕 (うで)、足 (あし)も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同 (おな)じ方 (ほう)法 (ほう)で、合 (あ)うところを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見 (み)つけてはります。








　切 (き)り株 (かぶ)を細 (ほそ)長 (なが)い線 (せん)の　　　かたちの片側 (かたがわ)のはしに
　かたちの紙 (かみ)にはります　　のりをはります






























[image: ]

きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





前 (まえ)のページの解説 (かいせつ)を見 (み)てください。[image: ]
２６日に同 (おな)じ絵 (え)が出 (で)ますが、
この絵 (え)のほうが大 (おお)きいです

切 (き)り株 (かぶ)をはるところ
細長 (ほそなが)いかたちの紙 (かみ)に
切 (き)り株 (かぶ)をはりましょう

[image: ]かみさまが　くださる　ちから


どようび

しかし、聖霊 (せいれい)があなたがたの上 (うえ)に臨 (のぞ)まれるとき、あなたがたは力 (ちから)を受 (う)けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土 (ぜんど)、および地 (ち)の果 (は)てにまで、わたしの証人 (しょうにん)となります。


使徒 (しと)
1章 (しょう)8節 (せつ)



　　　　　　イエス様 (さま)が私 (わたし)たちに最後 (さいご)に言 (い)われたみことばがあります。「しかし、聖霊 (せいれい)が臨 (のぞ)まれるとき力 (ちから)を受 (う)けて、地 (ち)の果 (は)てにまで証人 (しょうにん)となります」というみことばです。これは約束 (やくそく)です。私 (わたし)たちはこの約束 (やくそく)を握 (にぎ)るだけで良 (よ)いのです。そうすれば、神 (かみ)様 (さま)がくださる新 (あたら)しい力 (ちから)を受 (う)けて、約束 (やくそく)を成 (な)し遂 (と)げられるのを見 (み)ることができます。また、私 (わたし)にあるすべての問題 (もんだい)が自然 (しぜん)と解決 (かいけつ)されるのを知 (し)るようになるでしょう。これを霊的 (れいてき)サミットと言 (い)います。
霊的 (れいてき)サミットは、いつでも、どこでも、最高 (さいこう)の座 (ざ)に行 (い)く方法 (ほうほう)です。時代 (じだい)ごとにこの事実 (じじつ)を悟 (さと)ったレムナントは、世 (よ)の中 (なか)の人々 (ひとびと)を生 (い)かすことができました。私 (わたし)たちも、福音 (ふくいん)の契約 (けいやく)であるイエス・キリストに従 (したが)いながら、その中 (なか)で与 (あた)えられる契約 (けいやく)のみことばの約束 (やくそく)だけを堅 (かた)く握 (にぎ)りましょう。その契約 (けいやく)は、まず私 (わたし)を生 (い)かすでしょう。そして、私 (わたし)を越 (こ)えてまわりの人々 (ひとびと)をも最高 (さいこう)の祝福 (しゅくふく)を受 (う)けた人 (ひと)とされるでしょう。このように、すべてを変化 (へんか)させる神 (かみ)様 (さま)がくださった力 (ちから)を実際 (じっさい)に味 (あじ)わうことを祈 (いの)りましょう。私 (わたし)の祈 (いの)りに耳 (みみ)を傾 (かたむ)けてくださっている神 (かみ)様 (さま)が、すべて聞 (き)いてくださり、正確 (せいかく)な時刻表 (じこくひょう)で完 (かん)ぺきに答 (こた)えてくださいます。
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中華圏伝道集会、レムナント大会1講│　2018.5.1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
神様 (かみさま)、ありがとうございます。イエス様 (さま)の最後 (さいご)の約束 (やくそく)、聖霊 (せいれい)に満 (み)たしの中 (なか)で、新 (あたら)しい力 (ちから)を受 (う)けて、すべての人 (ひと)を生 (い)かす働 (はたら)きの主役 (しゅやく)になるように、恵 (めぐ)みをください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[bookmark: _GoBack][image: ]霊的 (れいてき)サミットになるために、霊的 (れいてき)な訓練 (くんれん)を続 (つづ)ける体力 (たいりょく)が重要 (じゅうよう)です。
季節 (きせつ)の変 (か)わり目 (め)にひきやすい風邪 (かぜ)にならように、予防 (よぼう)する
方法 (ほうほう)を見 (み)てみましょう。



知恵 (ちえ)を
もとう







03乾燥 (かんそう)した天気 (てんき)のせいでよくできる鼻 (はな)くそ、または、鼻血 (はなぢ)は、ぬらしたガーゼで鼻 (はな)の中 (なか)を気 (き)をつけてふけばよいです
02生理食 (せいりしょく)塩水 (えんすい)で一日 (いちにち)2回 (かい)、鼻 (はな)洗浄 (せんじょう)か、鼻 (はな)のそうじをして、鼻 (はな)の中 (なか)を清潔 (せいけつ)でしっとりとするように保 (たも)ちましょう
04清潔 (せいけつ)に洗濯 (せんたく)したマスクやスカーフをつけて、呼吸器 (こきゅうき)を冷 (つめ)たい空 (くう)気 (き)から守 (まも)りましょう
01清潔 (せいけつ)な加湿器 (かしつき)を使 (つか)って室内 (しつない)の湿度 (しつど)を調節 (ちょうせつ)しましょう。加湿器 (かしつき)は寝室 (しんしつ)よりは広 (ひろ)い居 (い)間 (ま)に置 (お)いたほうが良 (よ)いです











05鼻水 (はなみず)や鼻 (はな)づまりの症 (しょう)状 (じょう)があるときは、鼻 (はな)をとても強 (つよ)くかまずに、片方 (かたほう)ずつかんだり、鼻 (はな)洗浄 (せんじょう)などの方 (ほう)法 (ほう)を使 (つか)いましょう。
06ショウガ湯 (ゆ)、または、ゆず茶 (ちゃ)など、漢方 (かんぽう)成分 (せいぶん)のある、あたたかいお茶 (ちゃ)で、風邪 (かぜ)を予 (よ)防 (ぼう)しましょう

08 1時間 (じかん)に5～10分 (ぷん)くらい、窓 (まど)を開 (あ)けて、室内 (しつない)の空気 (くうき)を換気 (かんき)しましょう。
07外出 (がいしゅつ)したあと、手 (て)をいつもきれいに洗 (あら)って、風邪 (かぜ)などの病気 (びょうき)を予防 (よぼう)しましょう。あたたかくして、体 (たい)温 (おん)を維 (い)持 (じ)することも忘 (わす)れないでおきましょう。
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